
（平成27年3月31日現在）

前年度との比較

その他
（剰余金・欠損
金、設備投資、資
金調達など）

△ 11,738 千円

株主総会
（平成27年6
月22日開催）

△ 5,349利益処分 当期未処理利益（損失）

監査役１名が監査した結果、適法かつ正確であった。

決議事項
　第１号議案　第10期（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
　　　　　　　事業報告及び決算（案）の件
　第２号議案　取締役辞任及び取締役選任の件
報告事項
　1 第11期（平成27年4月1日～平成28年3月31日）事業計画の件

議案は異議なく承認可決。

監査報告

議案

千円

本市の出資額

本市の出資割合

会社の事業内容

従業員数

・売　上　高　　２９１，７８９千円（前年度比 55,252千円の減）

・経 常 損 失　　△１１，７３８千円（前年度比18,572千円の減）
　　　　　　　　（前年度経常利益　6,834千円）

・当期純損失は　△１１，７３８千円（前年度比16,122千円の減）
　　　　　　　　（前年度純利益　4,384千円）

・前期末（平成26年3月31日）の繰越利益剰余金　6,389千円

営業報告の要点

　小倉・黒崎地区の中心市街地の賑わい創出のための活動を行った。
１．指定管理事業
　　「小倉城」、「小倉城庭園」及び「水環境館」の指定管理者とし
　て、施設の管理・運営を行ったが、「小倉城」が耐震工事のため４
　月から12月まで閉城したため、入場者数が大幅に減少した。
２．中心市街地活性化事業
　　小倉地区において、「こくらハローズ事業」、「インフォメー
　ション事業」、「おもてなしトイレ」、「共通駐車券業」等の事業
　を実施した。
３．賑わいイベント事務局業務
　　「小倉イルミネーション」、「紫川にぎわいづくり」等の実行委
　員会や「大乾杯大会」の事務局業務を行った。
４．北九州市からの受託業務
　　体制見直しや経費削減等により、黒字を確保した。
５．その他自主事業
　　小倉地区における「サンリオ小倉ビル」では、入居テナントへの
　来店者数が順調に推移した。また、黒崎地区における「ニューなが
　しまフード」では、新たな大型商業店舗のオープン等により、売上
　の落ち込みが改善せず、厳しい経営状況となった。

収支状況の
要点

当期純損失

32,000 千円

第三セクターの経営情報について

報告対象団体 北九州まちづくり応援団株式会社

産業経済局商業振興課

平成27年8月6日

１．指定管理者事業
２．中心市街地活性化事業
３．賑わいイベント事務局業務
４．北九州市からの受託業務
５．その他自主事業

会社概要 資本金額

千円1,000

3.125

(平成２７年３月３１日現在) 34 人

％





北九州まちづくり応援団株式会社 

平成 26 年度 経営状況報告 

平成 27 年 8月 6日 

産 業 経 済 局 





1号議案       平成 26年度事業報告書
自：平成 26年 4月 1日

                至：平成 27年 3月 31日

活動の概要および成果

 当社は、北九州市の小倉地区並びに黒崎地区中心市街地の賑わい創出の為の活動を行なっ

てまいりました。

 当年度は、①指定管理事業、②「こくらハローズ」をはじめとする中心市街地活性化事業、

③賑わいイベント事務局事業、④北九州市からの受託事業、⑤商店街支援補助金をはじめと

する補助金事業、⑥「サンリオ小倉ビル」管理事業、⑦「ニューながしまフード」事業を進

めてまいりました。

 北九州市からの「指定管理事業」（小倉城・小倉城庭園・水環境館）については、小倉城が

耐震工事のため４月１日から１２月１３日まで閉城とり、入場料収入が大幅に減少いたしま

した。 当初予算でも閉城期の影響は見込んでおりましたが、工期が３か月延長となりイベ

ントの集中する秋に開城が間に合わず、収入が想定よりも減少し赤字を計上することになり

ました。

「中心市街地活性化事業」および「賑わいイベント事務局事業」については、おおむね予

定通りの活動が出来て、小倉・黒崎地区の中心市街地の賑わいづくり・活性化に寄与するこ

とができました。

「北九州市からの受託事業」（小倉地区・黒崎地区）については、基本計画が終了し、当年

度北九州市からの受託金が大幅に削減されため、体制の見直しや経費の削減に努めた結果、

黒字を確保することができました。

 「補助金事業」としては、商店街支援事業として平成 25年度に受託した㈱全国商店街支援
センターの商店街の創業支援事業並び起業支援型地域雇用創造事業を継続受託いたしました。

結果として、子育てママたちの交流を図るためのWebサイトとママトモでの実際交流の相乗
効果でコミュニティの立ち上げが実現しました。

また本事業終了後、当社の自主事業として若いママ向けの無料情報誌「リトルママ北九州

版」の発行を検討し、試験的に実施したものの当初見込んでいた広告料収入が予想を大きく

未達となり経費をまかなうことができなかったため、大幅な赤字となり、昨年 12月をもって
事業を終了いたしました。

 「サンリオ小倉ビル管理事業」については、１Ｆテナントの「カルディー」は引き続き来

店者が順調に推移していることから安定的な賃料を得ることが出来ています。２Ｆのテナン

１



ト「ママトモ」については、商店街と連携したイベントなどを通じて託児施設「ママトモ」

の認知 PR 活動を行ってきた結果、徐々に有料託児人数が増加してきています。また３Ｆの
多目的スペースについては、子育て支援講座などへの貸出しを推進したことにより利用件数

が増加するとともに、講座期間中「ママトモ」への有料託児人数の増加にもつなげることが

出来ました。

 なお本ビルを賃借するに当たり、ビルの改修費用については、経済産業省からの補助金

1600万円と銀行からの借入金により調達しておりますが、銀行借入金については、予定通り
返済を進めており、当期末の借入金残高は 824万円となっております。（返済完了は平成 34
年 9月末予定）

 「ニューながしまフード事業」については、厳しい事業環境の中、商店街イベントに積極

的に参加したり、展示方法の変更・他地域の特産店との連携を強化するなどしてまいりまし

たが、黒崎地区に新たに大型商業店舗がオープンした影響が大きく、売り上げの落ち込みが

改善せず、今年度は赤字を計上することになりました。

 以上の事業活動の結果、当社の今年度の収入は、2億 9179万円（対前年 84.8％）となり
前年を大きく下回ることとなりました。そして経常利益としましては、1,174 万円（対前年
▲367.8％）の赤字となり、前年度を大きく下回る厳しい決算となりました。

２



３



４



５



６



７



８



９



第２号議案

取締役辞任及び取締役選任について

取締役 　北九州市　小倉北区長

取締役

※横矢順二取締役は、第10回株主総会をもって辞任

※二郎丸聡夫専務取締役は、第10回株主総会をもって辞任

・取締役の任期期間

至　　第10回定時株主総会終結時　　（平成２７年６月２２日）

至　　第11回定時株主総会終結時　　（平成２８年６月末予定）

S32.9.21

備　　考氏　　名

田島　裕美

生年月日

中村　 渉 S29.9.7 北九州商工会議所　参事

- 11 -
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【報告事項】    第 11 期平成 27 年度事業計画書

自：平成 27 年 4 月 1 日

                至：平成 28 年 3 月 31 日

活動計画の概要

 当年度は、「北九州市中心市街地活性化基本計画」（小倉地区・黒崎地区）が平成 26 年 3 月

末で終了し行政の関連予算が大幅減少したこと、並びに前年度に大幅な欠損を計上したことな

どより、不採算部門の廃止や事業規模の縮小などの見直しを行い、以下の事業に取り組んでま

いります。

① 指定管理事業、②共通駐車券事業、③賑わいイベント事務局事業、④北九州市からの

受託事業、⑤「サンリオ小倉ビル」管理事業、⑥ニューながしまフード事業

これらの活動を通して引き続き、小倉・黒崎地区の賑わいづくり・活性化に寄与していきた

いと考えております。

 「指定管理者事業」（小倉城・小倉城庭園・水環境館）については、耐震工事も終了し、今

年度から 1 年間を通じて様々なイベント・講習会などを開催していく予定です。

 「共通駐車券事業」については、新規活用店舗や利用駐車場の拡充に努めるとともに、より

効果的に事業ＰＲツールについての研究を行ってまいります。

 「賑わいイベント事務局事業」については、「紫川にぎわいづくり実行委員会」が本年度は

実施されない予定と聞いており減収となりますが、冬の小倉を彩る「小倉イルミネーション実

行委員会」事務局は例年通り受託を予定しており、イルミネーション初日の大乾杯大会も例年

通り開催を予定しております。

「北九州市からの受託事業」（小倉地区・黒崎地区）については、本年も引続き事業受託を予

定していますが、市からの受託金が削減されることは確実な状況にあります。そのため、小倉・

黒崎両地区で、体制の見直し、人員削減や業務委託による外部発注などを通じてコストの削減

に努めてまいります。

 「サンリオ小倉ビル」管理事業については、１Ｆテナントの「カルディ」は引き続き来店者

が順調に推移していることから安定的な賃料を確保できると考えております。２Ｆのテナント

「ママトモ」については、引き続き有料託児人数を増やすためママトモの認知 PR 活動を推進

するとともに、市から小規模保育施設の認定を受けられるよう支援してまいります。また３Ｆ

の多目的スペースについても、昨年同様「子育て支援講座」などへの貸出しを推進し、２F の

ママトモへの有料託児と併せて収入となるように努力してまいります。

- 14 - 
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「ニューながしまフード」事業については、売上減少に歯止めが掛からず黒字化への見通しが

立たないため、関係者への周知期間を経た後、すみやかに事業精算を行います。

結果として 第 11 期の売上高 2 億 7,035 万円を見込んでおり、経常利益については、事業精

算関連費用等の計上の必要があり 10 万円を計画しております。

- 15 - 

１２



（参考資料）

会社の概要 平成27年3月31日現在

（１）主な事業内容

①「中心市街地活性化事業」の推進
②まちづくりに関する事業の企画推進、経営、管理、コーディネイト
③公共施設の管理運営受託
④食料品・日用雑貨等の小売販売

（２）事業所

本社
・北九州市小倉北区魚町２丁目２番１１号

黒崎支店
・北九州市八幡西区黒崎２丁目８－７　長島ビル　２階

指定管理部門（小倉城・小倉城庭園・水環境館）
・北九州市小倉北区城内２番1号（小倉城） 他

ニューながしまフード
・北九州市八幡西区熊手1－1－18

（３）株式の状況

①会社が発行する株式の総数 １,０００株

②発行済株式の総数 　 ６４０株

③当期末株主数 １８名

（４）株主の状況 （１株＝５万円）

出資金額

　　北九州商工会議所 ６０株 ３００万円

　　株式会社井筒屋 ６０株 ３００万円

　　ＴＯＴＯ株式会社 ６０株 ３００万円

　　株式会社安川電機 ６０株 ３００万円

　　小倉中央商業連合会 ６０株 ３００万円

　　協同組合日専連北九州 ６０株 ３００万円

　　シャボン玉石けん株式会社 ６０株 ３００万円

　　株式会社アパマンショップホールディングス ２０株 １００万円

　　第一交通産業株式会社 ２０株 １００万円

　　西鉄バス北九州株式会社 ２０株 １００万円

　　中央記念株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社コレット井筒屋 ２０株 １００万円

　　国際興業株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社九広 ２０株 １００万円

　　石川金属工業株式会社 ２０株 １００万円

　　福岡地所株式会社 ２０株 １００万円

　　株式会社朝日広告社 ２０株 １００万円

　　北九州市 ２０株 １００万円

６４０株 ３２００万円

株　　　　主　　　　名 持株数

合　　　　　計
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（参考資料）

（５）取締役及び監査役

　　氏　　　名 生年月日 役　職 　　　　備　　　　　考

　利　島　康　司 S16. 6.11 取締役会長 　北九州商工会議所会頭

　原　田　　康 S25. 9.15 取締役社長 　北九州商工会議所副会頭

　二郎丸　聡 夫　 S36.10.22 専務取締役 　北九州商工会議所事務局長

　甲　山　博　美 S16. 2.22 取締役 　小倉中央商業連合会理事長

　横　矢　順　二 S34. 3.10 取締役 　北九州市小倉北区長

　岡　田　孝　徳 S41. 3.15 取締役

　前　川　義　広 S31. 7.17 監査役

　北九州まちづくり応援団(株)

　西鉄バス北九州(株) 取締役社長

17 
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